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世界遺産管理に係る主な取組状況（報告事項） 

取組項目 概要 

1．村民生活に直

接的に関与する

取組 

◆集落・農地でのネズミ

対策 

【資料 1-1-1】 

・カゴ罠無料貸出、一斉防除等の実施。 

・農業者への殺鼠剤、ベイトステーション（H30～）購入補

助。 

 

 ◆ペットに関する検討 

【資料 1-1-2】 

・地域連絡会議下部の WGで、イヌ・ネコ以外のペットも対

象とした新たな条例案を検討。現在、運用方法、実施体

制等を検討中。 

 

 ◆動物対処室の運営 

【資料 1-1-3】 

・野生動物、捕獲ネコ、一般ペットの診察・治療等を実

施。 

・ペットの適正飼養の普及啓発。 

 

 ◆村民参加の森づくりプ

ロジェクト 

【資料 1-1-4】 

・返還 50周年記念事業として、今秋、オガサワラグワ等の

植栽イベントを、父島、母島でそれぞれ実施予定。 

 

2．植生に係る取

組 

◆固有森林生態系保全・

修復等事業 

 

【資料 1-1-5】 

・弟島、兄島、父島、母島等で外来植物駆除を実施。兄島

では植栽試験を続行。 

・兄島でのグリーンアノール対策として、Ｃライン北部及

び南部の外来植物駆除を実施。Ｂ・Ｃラインのメンテナ

ンスを実施。 

・薬剤駆除後の影響等のモニタリングを実施しているが、

大きな異常は確認されていない。 

 

 ◆森林生態系の維持再生 

（母島北部アカギ駆除） 

【資料 1-1-6】 

・平成 21年度から母島北部民有地で駆除を開始し、アカギ

の本数を減らすことが出来ている。 

・駆除後は、光環境が改善し、コブガシやモクタチバナな

どが成長・開花、沢沿いの一部ではハナダカトンボの確

認数の増加がみられる。 

 

 ◆希少植物保護増殖事業 

【資料 1-1-7】 

・12種の国内希少種を対象に生育状況調査、域内人工増

殖、ネズミ食害防除、域外保全を継続的に実施してい

る。 

・父島、母島での生育状況は概ね現状維持、ノヤギの排

除・ネズミを低密度化した兄島では防除効果がみられる

種がある。 
 

 ◆Cライン事業（兄島） 

【資料 1-1-8】 

・平成 30年 3月に植生保全の為のアノ―ル防除柵が完成。 

・引き続き維持管理を実施予定。 

 

 ◆ネズミ対策（媒島） 

【資料 1-1-9】 

・手撒きによる殺鼠剤散布作業を実施予定。 

・媒島は夏冬２回実施、嫁島は来年度以降実施予定。 
 

 ◆ネズミ対策（南島） 

【資料 1-1-10】 

・センサーカメラによるモニタリングと、ベイトステーシ

ョンによる駆除を継続。 
 

 ◆父島 植生の保全回復に

係るノヤギ対策 

【資料 1-1-11】 

・5か年程度で計画的にノヤギの根絶を目指す。 

・今年は 180頭捕獲を目指し、9月からノヤギ排除作業を

実施。 
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取組項目 概要 

3．陸産貝類に係

る取組 

◆陸産貝類域内保全 

（プラナリア対策） 

【資料 1-1-12】 

・7月の調査により、プラナリア未確認の巽崎では引き続

きチチジマカタマイマイ等の固有陸産貝類の生息が確認

された。 

・父島列島での陸産貝類の個体群再生（巽島へ補強、南島

への再導入等）を検討するため、調査等を実施してい

る。 

・母島へのプラナリアの具体的な侵入防止策等を策定す

る。 

 

 ◆陸産貝類域内保全 

（兄島等ネズミ対策） 

【資料 1-1-13】 

・平成 28年 8月の殺鼠材空中散布以降、陸産貝類の生息密

度は一部地域で回復（微増傾向）、食害は減少傾向とな

っている。 

・低密度ながらクマネズミの生息が確認されており、重要

保全エリアを拡充してベイトステーションを追加・設置

する等、対策を進めている。 

 

 ◆陸産貝類域内保全 

（母島南崎ツヤオオズ

アリ対策） 
【資料 1-1-14】 

・平成 28年 3月よりツヤオオズアリの生息範囲を囲うよう

にベイト剤を設置し、対策を実施している。 

・生息範囲を徐々に縮小させることができている。 

 
 ◆ツヤオオズアリ対策 

【資料 1-1-15】 

・遺産地域内への拡散防止のため、母島の農地等において

防除作業を実施。 

 

 ◆陸産貝類生息域外保全 

【資料 1-1-16】 
・世界遺産センター保護増殖室、扇浦屋外飼育施設、４動

物園（東京都動物園協会）で域外保全を実施している。 

・遺産センターでは、６種 13個体群を飼育・増殖している

が、飼育スペースが限界に達しており、遺伝解析による

個体群の統合による効率化、繁殖計画等を策定する方

針。 

 

4．昆虫類に係る

取組 

◆固有昆虫保全 

（グリーアノール対策） 

【資料 1-1-17】 

＜兄島＞ 

・Ｂライン以北へのアノール拡散防止を概ね維持できてい

るが、生息密度の高い地域が増えている。 

・アノールの影響と思われるヒメカタゾウムシの減少傾向

が初めて確認され、今後の具体的な対応を検討し始めて

いる。 

＜母島・新夕日ヶ丘＞ 

・侵入防止柵、捕獲により、アノールの影響を低減できて

おり、今後より効果的かつ効率的なトラップ設置を検討

していく。 

＜技術開発、試験＞ 

・ドローンによるアノール探索、散布型トラップ試験、化

学的防除試験を実施。 
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取組項目 概要 

4．昆虫類に係る

取組 

◆固有昆虫保全 

（オガサワラシジミ） 

【資料 1-1-18】 

・母島で生息状況調査を継続的に実施。今年度、保護増殖

検討会を設置。 

・今年度のこれまでの生息状況調査で、2ヶ月間全く確認

されず、専門家より、既に絶滅してしまった可能性や生

息していてもごくわずかな程度という意見が出ている。

今後の保全、保護増殖等について保護増殖検討会を中心

に検討。 

・多摩動物園で域外保全が実施されており、飼育技術が確

立している。 

 

5．ほ乳類、鳥類

に係る取組 

◆希少野生動物保全 

（アカガシラカラスバ

ト、オオコウモリ） 

【資料 1-1-19】 

＜アカガシラカラスバト＞ 

・個体数は増加傾向。ただし、まだ個体群が安定している

状態とは言えない状況。 

・中期実施計画の見直しの時期であり、５年間の目標の達

成状況や取組の評価、次期計画の策定を行う。 

＜オガサワラオオコウモリ＞ 

・昨年度に保護増殖検討会を設置。今年度は情報・課題の

整理、母島ねぐら調査等を実施予定。また、中期実施計

画の策定を行う。 

・父島において餌資源確保のため嗜好性の高い海岸植生再

生（小港、モモタマナ等植栽）等の取組み行っている。 

 

 ◆希少野生動物保全 

（ノネコ捕獲対策） 

【資料 1-1-20】 

 

・父島では平成 26（2014）年以降、捕獲数が増加。難捕獲

個体が繁殖していると推測。早期の完全排除を目指し、

捕獲圧の強化、効率的な捕獲（作業、罠、餌等）の試

行、実施中。 

・父島での捕獲数増加による一時飼養施設の収容力超えが

常態化してしまったため、母島では捕獲範囲を絞る等の

対応。 

・ノネコ捕獲前と比べ、アカガシラカラスバトの個体数が

増加、母島南崎では海鳥が２年連続で繁殖に成功してい

る。 

 

 ◆希少鳥類保護管理対策

調査事業 

【資料 1-1-21】 

・アカガシラカラスバトの営巣や若鳥の群が観察された。 

・オガサワラカワラヒワの目撃数が例年に比べ減少。今

後、ノネコの捕食やネズミによる繁殖阻害が続くと絶滅

リスクが大幅に増加することが判明。 

・母島ではオガサワラノスリは 20ペアが営巣し、９ペアが

繁殖成功。 

6．その他の取組 ◆小笠原世界遺産センタ

ーの運営 

【資料 1-1-22】 

・来館者数は、平成 29年度（6月～）5,928人（観光客

4,500人、島民 1,428人）、平成 30年度（7月末時点）

2,562人（観光客 2,246人、村民 316人）となってい

る。 

・地域や観光客に世界自然遺産の価値等を伝えていくた

め、企画展やイベント等を実施していく。 

 ◆海域の気候変動モニタ

リングとオニヒトデ対

策 

【資料 1-1-23】 

・気候変動モニタリングの一つとして、海水温の計測を継

続している。（世界遺産委員会からの奨励事項関連） 

・平成 28年度に二見湾で、オニヒトデの密度が高くなって

いるとの報告があり、平成 29年度に調査と試験的な駆除

（10個体）を実施。 

 




























